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和漢薬 「大黄」の種類の差による作用の異同

　　　　　に関する検討
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【目的】我々 はすで に実験動物や慢性腎不全患者に 対 し、大 黄 （雅黄）が 抗尿 毒症作用 、

腎機能低下速度の 抑制作用などを有する こ とを 明らかに してきた 。 しか しRheum 属植 物

は交雑 しや すい ため多 くの 種 類が あ り、 その 修治 ・使用 方法 も
一

定で は ない 。 そこ で 本

研究で は 3 種 の 大黄の 作用 の 異同 に つ い て 検討を試みた。

【対象 と方法】 A ： 雅黄（中国四川省産 、 大阪市場品）、 B ： 富山県産大黄（清里より導入）、

C ：修治大黄錠（中国青海省産 、 1錠中大黄0．3g含有）を検討の 対象 とした 。

　  健常人で の 検討 ： 19〜23歳の 男性12名 を 6組に分け 、 A 、
　B （1日量1．2gを水で 1 時

間煎 じ100ml に調製）、　C （1 日量 4 錠）の い ずれかを朝夕 2 分 服 と して 3 日聞連続投与 した。

各組それぞ れ服用す る薬剤 の 順序を変え て 3週間毎に 3 種類の 薬剤 を服用 し 、 薬剤服 用

開始か ら各 1週 間の 自覚症 状、各種臨床検査成績 の 経過 を観察 した 。   動物実験 ：Wistar系

雄性ラ ッ ト（体重200g前後）を用い 、
0，75％ アデニ ン食投与によ り腎不全を惹起 した D 各種

大黄の 熱水抽 出エ キス を水に溶解し 、 飲水として アデニ ン 食 と同時に 24 日間投与 し、採

血 した 。   成分分析 ： 各種大黄 を1｛20ある い はH2（MHF で 抽 出し、　Ilpr℃分析に 供 した 。

【結果】  健常人 ：瀉 下作用の 指標 となる 排便回数、腸蠕動音の 亢進 、下痢 の 出現は B

服用群で最 も著 しく、 A群が それ に つ ぎ C 群ではわずかで あ っ た 。 ［血液生化 学的には 尿

素窒素（BuN ）、尿酸（uA ）、 無機リ ン （iP）、
　Gσr

、
GPT におい て 、

　 A 投与群に低下傾向 、
　 B群 に

上 昇傾向、C 群 は A群 とほぼ 同様の 傾向が認 め られた。   動物 実験 ： A 、　 C　l50mg 〆kg

B ．W ／day投与群で はBUN
、 クレ アチニ ン 、メチル グア ニ ジ ン（MG ）、 グアニ ジ ノ コ ハ ク酸

（GSA ）、　 ipが有意に 低 下 し総カ ル シウ ム が有意に 上昇 した。　 B 投与群 もMG
、
GSA の 軽減作

用が認められたが 、 瀉下作用 が強か っ た 。   成分分析 ： A 、B 、C いずれ もタ ンニ ン類が 比

較的多 く含 まれて い た。 しか しC に はsennosideA 、B は ほとん ど含まれ て い なか っ た。

【考察】健常人、実験動物 いずれに おい て も 、 A （雅黄）とC （修治大黄）は BUN の 低下な ど

同様の 作用 動態を示 した 。 各種大黄の in　vivO に おけ る作用 の 相違 は成 分分析の 結果 と相

関 した。修治大黄は瀉下作用が 弱 く、 慢性腎不全 におけるuremlctoxin 軽 減などの 治療 目

的 に対 して は 、 他の 大黄よ り有用 で あ る可能性が示唆された 。
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